
令和 5年 7月 20日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名・・・医療法人 仁風会 雲陽の里 

サービス種類・・・認知症対応型共同生活介護事業所 

会議開催日・・・令和 5年 7月 11日 

開催場所・・・地域活動支援センター ビ・フレンディング 

出席者 

事業所           1 人 利用者            人 

利用者家族       地域代表者   2 人 

松江市職員  包括支援センター 1 人 

知見を有する者  その他（    ）     人 

 

活動状況報告 

1） 入所状況について 

・1名退所（80代女性：要介護 2）帰宅願望が強く対応困難となり入院したが改善がみられず。 

・1名入院中（90代女性：要介護 2）離院傾向にあったが体調不良もあり活動性が低下している。 

 短時間帰所して様子を観察し今後を検討する予定。 

2） 生活状況・活動報告 

 ◎6/1外出行事、近隣スーパーに買い物外出。 

 ◎病院受診については感染予防対策をしながら対応継続中。 

 ◎5/19新人防災研修、対象者 2名あり参加 

 ◎6月感染予防院内研修「手指衛生」全員参加 

 ◎6月虐待防止院内研修 4名参加 

 ◎6/23法人総合防災訓練 5名参加 

3）・インシデント（15件）事故 2件：内容と対策について報告。 

  同じ方のベッドや車いすからの転落が目立つ。移乗の動作が不確実だが昼間は自分で頻回に 

部屋の出入りをされる。 

４）身体拘束について 

 ・該当する事案はない 

意見交換 

事）今回の事故報告について、予見の難しい独歩の方の転倒による骨折だったが、その際にご家族 

  になかなか連絡がとれなくて困った。受診した際に今判断してもらえば明日手術が出来ると 

  説明されたが、ご家族不在で決定が出来ず週末となり判断が遅くなった。 

地）他の家族に連絡はできないのか？ 

事）長い家族の歴史があって関係は良好ではない、次男さんのみが連絡の取れる家族で他の連絡先 



  先は教えていただけなかった。 

地）連絡の取りやすい時間の把握はできているのか。 

職）特に指定される事はなかったので、今回も次の勤務の職員に申し送りをしながら夜間、日中、

夕方と 1 日何度も電話をかけ、自宅訪問をしても留守だった。その際至急に連絡をして欲しい

旨の文書を郵便受けに入れておいたが、最終的に連絡が取れた時でさえその文書は見ていない

との事だった。 

包）生保担当者はもしかして長男さんの連絡先を把握できているかもしれない。確認してみては 

  どうか。 

事）聞いてみたいと思う。お金についても肌着が痛んできたので購入して持って来てもらうか、こ

ちらで購入する方が良ければ少額を預けてもらうよう何度も依頼しているが、今お金が無いか

らまた持ってくるというばかりで、何か月も話が進まない。 

地）その件についても、やはり生保の担当者にしっかりと話をして不足している物があるのに本人 

  さんの元には届かず購入する事も出来ない事を伝えて対処してもらうべきではないか。 

事）合わせて生保の担当者に相談する事にしたい。 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価をうけることができたか  

□要望・助言等を受ける機会を設けたか  

 


